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2010年10月26日

2010年度（2011年3月期）

第2四半期決算補足説明資料

証券コード：6860

○いつも大変お世話になっております。

　「パナソニック電工ＳＵＮＸ」の荒谷です。

　

○それでは、２０１０年度上期の決算概要と

　２０１０年度通期経営計画について説明します。
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2目次

１．２０１０年度第２四半期累計（4～9月）業績ご報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ＳＵＮＸ連結業績ご報告】

２．パナソニック電工ＳＵＮＸ会社概要

３．２０１０年度経営計画

４．配当予想

○はじめに、２０１０年度上期の決算についてご報告します。

　これは、ＳＵＮＸの連結業績ご報告です。

○次に、新会社「パナソニック電工ＳＵＮＸ」の概要と

　２０１０年度経営計画、最後に配当予想について

　ご説明します。
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3目次

１．２０１０年度第２四半期累計（4～9月）業績ご報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【ＳＵＮＸ連結業績ご報告】

○はじめに、２０１０年度上期の決算報告です。
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4　2010年度第２四半期累計業績（対公表）

500

1,000

1,000

10,700

7月27日
公表値

483

1,047

1,126

10,982

10年度
2Ｑ累計実績

▲17
96％

当期利益

経常利益

営業利益

売上高

－経営成績 －

+47

104％

+126

112％

＋282

103％

7月27日
公表差・比

百万円

売上、利益ともに公表値（7月上方修正）通りに推移

※特別損失：新会社発足に伴う費用2億円（社名・ブランド変更、社屋改修、固定資産廃棄費用等）

※

○当上期の業績につきましては、７月２７日の第１四半期決算発表時に

　上方修正を行いましたが、売上・利益ともに公表値通りに推移しました。

　対前年では概ね２倍の増収となりました。

○新会社発足に伴う費用として特別損失として２億円を計上しています。

　内容は、社名・ブランド変更、社屋改修、固定資産の廃棄等になります。

　この結果、当期利益は４億８３百万円となりました。
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5　2010年度第2四半期累計経営成績（対前年）

+282

532.2

77.7%

18,691

23,985

2010年9月末

13.8

483

9.5%

1,047     

10.3%

1,126

10,982

　　2010年度
2Q累計実績

+9.3522.91 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ）

+10+272フ リ ー キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー

+42.5▲28.7一 株 当 た り 純 利 益 （ 円 ）

－－経 常 利 益 率

－－営 業 利 益 率

2010年3月末－財政状態－

▲3.0Pt80.7%自 己 資 本 比 率

+32918,361純 資 産

+1,31822,667総 資 産

+1,487▲1,004四 半 期 純 利 益

+2,309▲1,183営 業 利 益

+2,123▲1,076経 常 利 益

　　前年差

　　　（比）

2009年度
2Q累計実績

－経営成績－

+5,567
（203%）

5,414
売 上 高

百万円

※1　2009年2Q実績

※1

○昨年度のＦＡ業界は、非常に厳しい環境でしたが

　当上期の売上高は１０９億円で前年比２倍の大幅増収となり、

　営業利益率１０．３％を確保致しました。

　経常利益、当期利益につきましても、それぞれ前年より大きく

　改善しました。
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6　2010年度第2四半期貸借対照表（対前期末）

23,985

646

700

488

6,490

8,324

1,335

6,731

2,907

3,987

701

15,661

　当2Q末

▲87575無形固定資産

5572,351たな卸資産

2546,477電工Ｆ預け金

1,318

▲429

0

36

▲482

444

591

▲45

1,799

増減

22,667

1,075

700

6,454

8,805

890

3,396

746

13,862

前期末

投資有価証券

その他

受取手形
及び売掛金

固定資産

有形固定資産

現金預金

資産合計

その他

流動資産

【資産の部】

23,985

18,691

63

△ 88

18,716

107

1,670

860

91

1,094

1,472

5,294

　当2Q末

707387未払金

2665未払法人税等

▲ 52△36評価・換算差額等

459少数株主持分

37918,337株　主　資　本

32918,361純資産合計

1,31822,667負債、純資産合計

【純資産の部】

▲ 10

▲180

357

91

988

増減

117

1,851

503

1,381

4,306

前期末

その他固定負債

その他流動負債

退職給付引当金

買掛金

流動・固定負債

【負債の部】

百万円

※1電工F：パナソニック電工ファイナンス　　※２当期利益計上に伴う繰延税金資産（固定→流動）の振替

※1

※２

※２

○これは９月末の貸借対照表を前期末と比較したものです。

○「たな卸資産」

　需要の回復に伴う売上増に対応するための材料（電子部品）確保と

　中国に生産移管をするための準備（製品在庫確保）等により増加

　しています。
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7　2010年度第2四半期累計損益計算書（対前年）

483

356

839

208

0

1,047

136

57

1,126

3,225

4,351

6,631

10,982

金　額

　　2010年度
　　2Ｑ累計

4.4

3.2

7.6

1.9

0.0

9.5

1.2

0.5

10.3

29.4

39.6

60.4

100.0

百分比

1,487

829

2,315

▲197

▲5

2,123

49

▲138

2,309

456

2,765

2,803

5,568

金　額

前年同期差

▲1,004

▲473

▲1,476

405

5

▲1,076

87

195

▲1,183

2,769

1,586

3,828

5,414

金　額

　2009年度
　　2Ｑ累計

▲18.6

▲8.7

▲27.3

7.5

0.1

▲19.9

1.6

3.6

▲21.9

51.2

29.3

70.7

100.0

百分比

法 人 税 等

特 別 損 失

税引き前四半期利益

売上総利益

販 管 ・ 一 般 管 理 費

営業利益

営 業 外 収 益

四半期純利益

経常利益

売 上 原 価

特 別 利 益

売 上 高

営 業 外 費 用

百万円

売上原価率：増販効果により60.4％まで改善
特別損失：新会社設立に伴う費用2億円（社名・ブランド変更、社屋改修、固定資産廃棄等）

○増販効果により売上原価率は６０．４％まで改善しています。

○新会社発足に関連する営業費用を一般管理費として３５百万円

　第２四半期に計上しています。

○特別損失の２億円も、新会社発足に伴う費用です。

　（社名・ブランド変更、社屋改修、固定資産廃棄等）
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82010年度第2四半期累計営業利益分析（対前年）

増販益により営業利益は+2,309百万円増の1,126百万円

8
248

101

前年実績

▲1,183

当期実績

1,126

▲604

▲560

▲466

3,583

：利益の増加　　　　　：利益の減少

百万円
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制
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価
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却
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減

0

○これは、上期の営業利益を前年と比較した主な増減要因です。

○上期営業利益は、市場価格下落や緊急対策解除、さらに、

　中国に生産移管するための準備（製品在庫確保のための増産）等

　の減益要因がありましたが、増販益および合理化により

　営業利益は２３億円９百万円増の１１億２６百万円となりました。
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9　 事業別半期売上高推移

60 61
54

32 26
39

51

29
32

14
14

18

25

27
26

12
14

25

34

37

26

21%

26%

21%
23%

30%

31%

23%

07/上期 下期 08/上期 下期 09/上期 下期 10/上期

全体

124

58

112

54

116

海外比率
億円

82

国内ｾﾝｼﾝｸﾞ

国内LMP

海外

海外は売上高34億円で半期ベースで過去 高の実績（中国・韓国が大幅伸長）

109

○２００８年リーマンショック後、市況は２００９年度からＩＴ関連を

　中心に回復しており、特にその中でも、中国のＦＡ需要が急拡大しました。

○そのような環境下、当社は選択と集中の視点で、成長著しい中国市場での

　事業拡大に注力してきました。その結果、中国、韓国を軸に海外での

　大幅な販売増により、当上期の売上高は１０９億円となり、０７年度

　水準まで回復しました。

○特に海外売上高は３４億円（海外比率３１％）と半期ベースの

　過去最高実績となりました。
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10　海外地域別半期売上高推移

5.4 6.2 5.3
2.4 2.5 3.8

5.8

6.5 4.9 6.2

2.7 2.7
3.9

4.8

3.8 4.2 4.3

2.5 3.5

6.2

8.9

11.1
10.1 9.9

3.7
5.2

10.8

14.5

07/上期 下期 08/上期 下期 09/上期 下期 10/上期

アジア

欧州

米州

中国

海外全体

26.8
25.4

　　　　　　

25.7

11.3

10年度：中国需要が牽引し、半期ベースとして過去 高の34億円
　　　　　　中国：デリバリ・コスト対応力強化により現地売上拡大　　　　　　　　　　　
　　　　　　ｱｼﾞｱ：韓国向け売上増（シームレス営業推進、Sマーク取得効果）

13.9

億円

24.7

34.0

○当上期の海外売上高は半期ベースで過去最高の３４億円となりました。

　欧米は０７年度水準までの回復に止まっていますが、中国とアジア（韓国）

が大きく成長し、過去最高の実績となりました。

○中国は地産地消の拡大を背景に、現地でのデリバリ・コスト対応力を

　強化し現地売上を拡大しました。

　

○韓国は日本との連携によるシームレス営業の推進とＳマーク取得効果

　により売上増となりました。

　Ｓマーク：韓国産業安全衛生公団（ＫＯＳＨＡ）が労働災害を削減する

　　　　　　 目的で産業安全保健法の規定に準じて制定した任意認証制度
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11目次

２．パナソニック電工ＳＵＮＸ会社概要

　　　　パナソニック電工ＦＡ機器事業承継

　　　　　パナソニック電工ＳＵＮＸ会社概要

○次に、１０月１日からスタートした、

　新会社「パナソニック電工ＳＵＮＸ」の会社概要についてご説明します。
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12

FA機器事業の現状（市場環境と経営実績）

●FAの市場回復は2012年以降
●従来はFA機器事業を2ブランドで推進

背景･目的

FA国内環境「国内企業設備投資予測」 FA海外環境「世界半導体市場見通し」

2009年の落込みが大きく回復には時間がかかる

100

90

74 77 78 79

60

70

80

90

100

110

07年 08年 09年 10年 11年 12年

2011年でも2007年レベルには戻らず

256
198 219 243

100 93

72

80
89

07年 08年 09年 10年 11年
　Gartner より当社予測

＊07年を100とした指数

　グループシナジーの追求により、
　再成長、高収益化を目指す

274

出荷額
（10億$）

1 5 3

9 2
1 1 0

1 3 3
1 5 1 1 6 3

3 3

1 7 3

3 4

1 6 7

1 1 8

2 8

4 0

6 0
7 1

5 1

9 8

2 9 2 71 42 7 3-5 -7-7

3 8
1 8

2 6
5 3

7 3

-2 0

9 0

2 0 0

SUNX経営実績 経常利益

LMP

センシング

　2000　 2001   　 2002　 　　2003　 　2004        2005        2006        2007 2008  　 2009

179

110

138

173

204
223

244 240

169

136

＊07年100とした指数

　日本経済研究ｾﾝﾀｰ
　より当社予測

億円

　承継後の新体制

2010年10月1日付　FA機器事業の一体運営

①パナソニック電工（株）制御デバイス（事）、パナソニック電工竜野（株）、

　　パナソニック電工自動化控制上海（有）*1を　SUNX（株）が事業承継

②ブランドはPanasonicへ統合、新社名はパナソニック電工SUNX（株）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【分割】

*1 PEWACSH

　SUNX（株）

PEW竜野

制御ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業部

PEWACSH

春日井（本社）

九州SUNX

台湾SUNX

パナソニック電工㈱

51.4% 【承継後】

パナソニック電工SUNX（株）

69.7%

蘇州SUNX

春日井（本社）

PEWSUNX九州

PEWSUNX蘇州

PEWSUNX上海

PEWSUNX竜野

　パナソニック電工㈱FA機器事業

見る
測る

制御する
（ｺﾝﾄﾛｰﾙ）

加工する

Ｆ
Ａ
商
品

非
Ｆ
Ａ
商
品

■POT
　（表示器）

■PLC
　（ｺﾝﾄﾛｰﾗ）

■Aicure（紫外線硬化装置）

■ﾀｲﾏ/ｶｳﾝﾀ

■ｴｺﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ

■LMP（ﾚｰｻﾞﾏｰｶ）

■ｶｽﾀﾑ商品

■部品加工

・PLC （プログラマブルコントローラ）

FP0R

ﾌﾞﾙｰﾚｲ、HD、DVDなどの
ﾚﾝｽﾞ･ﾌﾟﾘｽﾞﾑ接着

・紫外線硬化装置

・省エネ支援機器

ｴｺﾊﾟﾜｰﾒｰﾀ

電力管理

　ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰ

ﾃﾞｰﾀ収集

工場やﾋﾞﾙの電力
ﾃﾞｰﾀ収集・監視

ﾃﾞｰﾀ送信

無線ﾕﾆｯﾄ

Aicure UJ20

■ＩＰＤ
　（画像処理）

■光電ｾﾝｻ

■計測ｾﾝｻ

PEW
FA機器

■顕微鏡

SUNX

　中期的な成長戦略

国内は新事業を加速、海外は中国を重点に展開を加速

■成長分野へのシフト

　　・中国を軸にアジアで成長

　　・基盤技術つたいに

　　　　「エコ事業」と「SA市場」で成長

■基盤事業の強靭化　
　　
　　・技術領域の拡大・深化とシナジー
　　　　　によるソリューション力の強化
　
　　・連結グループ全体での
　　　　高収益経営体質の確立

新事業

既存
事業

国内　　　　　　海外
　　　　　　　（中国重点）　

　 基盤ＦＡ
　（強靭化）

　　ＦＡ
　

エコ、ＳＡ

エコ・快適・安全

ＦＡ：Factory Automation
SA：Society Automation

パナソニック電工㈱ＦＡ機器事業承継　（09年12月18日公表）

○このスライドは、昨年の１２月１８日に公表したものですが、

　今回の、パナソニック電工㈱ＦＡ機器事業承継の目的と背景、

　承継後の体制、中期戦略を示しています。

（※資料の詳細につきましては、当社ホームページに掲載しております）

　http://panasonic-denko.co.jp/sunx/　

○事業と技術の領域が拡大しました。

　次の成長ステージに向けて取り組んでまいります。　
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13ＳＵＮＸ：会社概要

2010年9月30日現在

パナソニック電工㈱（51.4%）、金融機関（11.8%）、外国人（1.7%）主な株主

1986年 4月：名古屋証券取引所市場第２部に上場
1987年10月：パナソニック電工㈱との業務提携
2001年 3月：東京証券取引所市場第２部に上場
2004年 9月：東京･名古屋証券取引所市場第１部に上場

沿革

パナソニック電工制御株式会社（東京都港区）　　＜1989年設立＞関連会社

35,181千株　　発行済株式数

31億5,511万円（東証１部、名証１部上場）資本金

1969年10月設立

九州ＳＵＮＸ株式会社（鹿児島県南さつま市）　　　＜1983年設立＞

台湾神視股 分有限公司（台湾台北市）　　　　　＜2000年設立＞

蘇州神視電子有限公司（中国蘇州市）　　　　　＜2002年設立＞

連結子会社

本社 ・工場（愛知県春日井市牛山町2431-1）　所在地

731名（連結）社員数

ＳＵＮＸ株式会社　（証券コード　6860）社名

ｲ

○ＳＵＮＸの９月３０日現在の会社概要です。
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14パナソニック電工ＳＵＮＸ：会社概要

2010年10月1日現在

　パナソニック電工制御株式会社　　　　（東京都港区）　　　　　＜1989年設立＞関連会社

　1986年 4月：名古屋証券取引所市場第２部に上場
　1987年10月：パナソニック電工㈱との業務提携
　2001年 3月：東京証券取引所市場第２部に上場
　2004年 9月：東京･名古屋証券取引所市場第１部に上場
　2010年10月：社名及びブランド変更　パナソニック電工㈱FA機器事業承継

沿革

　56,457千株　　発行済株式数

　31億5,511万円（東証１部、名証１部上場）資本金　

　1969年10月設立

　パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野株式会社（兵庫県たつの市）　 　＜1970年設立＞

　パナソニック電工ＳＵＮＸ九州株式会社（鹿児島県南さつま市）＜1983年設立＞

　パナソニック電工ＳＵＮＸ上海有限公司（中国上海市）　　　　　＜1996年設立＞

　パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州有限公司（中国蘇州市）　　　　　＜2002年設立＞

連結子会社

　本社 ・工場（愛知県春日井市牛山町2431-1）　所在地

　1,417名（連結）社員数

　パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社　（証券コード　6860）社名

★

★

★

★

★

★：変更点

○新会社「パナソニック電工ＳＵＮＸ」の会社概要です。

○発行済み株式数が５６，４５７千株となりましたが、

　これは、パナソニック電工㈱のＦＡ機器事業を吸収分割により

　承継するための新株発行分２１百万株です。

○社員数ですが、約２倍の１，４１７名となりました。

○連結子会社は、国内は、竜野と九州の２工場、海外は上海と蘇州の２工場

　となります。

　関連会社は、国内販売会社のパナソニック電工制御㈱になります。

　（持分法適用会社）

○パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野は、主にＦＡコンポーネントおよび

　カスタム商品の開発、製造を担っております。

○パナソニック電工ＳＵＮＸ上海は、中国現地向けのＰＬＣ、インバータ

　表示器などの製造を担っております。
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15　パナソニック㈱・パナソニック電工㈱との関係

パナソニック電工㈱

・ 1987年パナソニック電工㈱との業務提携を行う

・ 1989年パナソニック電工㈱と共同で販売会社(パナソニック電工制御㈱）を設立

・ 2010年パナソニック電工㈱ＦＡ機器事業を承継

パナソニック電工制御㈱

出資比率 20.0% 出資比率 80.0%

〈パナソニック電工㈱の当社株式持株比率推移〉

　 　　　　　　（持株比率）

1987年11月　　　　11.0%

1997年12月　　　　39.5%

2000年 9月　　　 50.3%

2006年12月　　　　51.4%

2010年10月　　　　69.7%　（21百万株増加：10月1日吸収分割による新株発行分）

2010年10月1日現在
パナソニック㈱

出資比率 69.7%

パナソニック電工ＳＵＮＸ㈱

○２０１０年１０月、パナソニック電工㈱のＦＡ機器事業を

　吸収分割により承継するための新株発行分２１百万株を

　割り当ており、その結果、パナソニック電工㈱の当社持株

　出資比率は６９．７％になりました。
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16パナソニック電工ＳＵＮＸ：企業理念

「企業理念」

パナソニック電工ＳＵＮＸは

センシングとコントロールを核に

夢をかなえる技術とサービスで

お客様とともに

ゆたかな未来をめざします

○パナソニック電工ＳＵＮＸの企業理念です。

　“お客様とともに未来を目指したい”、

　“お客様とパートナーシップを組んで新しい事業を進めていきたい”、

　という私達の強い思いをベースに、この企業理念を掲げております。
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24％

21％

55％

パナソニック電工ＳＵＮＸ：事業内容

ＦＡ用センサ

ＰＬＣ

プログラマブル表示器

レーザマーカ

画像処理機

紫外線硬化装置

センシングコントロール

プロセッシング機器

エコパワーメータ

タイマ、カウンタ

カスタム商品

部品・金型

その他

国内
63%

海外
37%

販売構成

ライトカーテン レーザ変位センサ

ファイバセンサ ＰＬＣ

表示器

エコパワーメータ　 無線ユニット　　　タイマ

CO2レーザマーカ　　　　　画像処理機　　　　　紫外線硬化装置

○パナソニック電工ＳＵＮＸの販売構成です。

○センシングコントロールはＦＡ用センサ、ＰＬＣ、プログラマブル表示器

　等で販売比率は５５％です。

　

　プロセッシングはレーザマーカ、画像処理機、紫外線硬化装置等で

　販売比率は２１％です。

　

　その他は電力監視等のエコ関連商品、タイマ、カウンタ、カスタム商品

　等で販売比率は２４％です。

○海外販売比率は３７％です。
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18パナソニック電工ＳＵＮＸ：事業内容

ＦＡトータルソリューション
　センシングとレーザテクノロジー、コントロール・画像処理技術で工場の自動化をトータルでサポートします

○お客様の設備（ライン）に対して、幅広く商品を提供できる体制が

　整いました。

　ＳＵＮＸのセンサ、レーザマーカに、パナソニック電工㈱から承継した

　ＰＬＣや画像処理機、エコパワーメータ等が加わり、工場全体の自動化を

　提案することができます。
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19パナソニック電工ＳＵＮＸ：目指す姿

「パナソニック電工ＳＵＮＸ」は、ＳＵＮＸのセンシングとレーザテクノロジー、
パナソニック電工のコントロール・画像処理技術で、今までにない新しい価値を
創造し、ＦＡ分野からＳＡ（社会インフラの自動化）分野・「エコ」分野まで
事業の幅を広げてまいります。

ＦＡ：Factory　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ
ＳＡ：Society　Ａｕｔｏｍａｔｉｏｎ

○現在は、ＦＡ分野向けが主流ですが、ＳＵＮＸのセンシングと

　レーザテクノロジー、パナソニック電工のコントロール、

　画像処理技術で、今までにない新しい価値を創造し、

　ＦＡ分野からＳＡ（社会インフラの自動化）分野・

　「エコ」分野まで事業の幅を広げてまいります。

○具体的には、地下鉄の安全柵用のセンサ、高速道路の

　ＥＴＣゲートセンサ等の社会インフラ関連、あるいは、

　工場の設備に備え付けられている電力監視や温度管理等

　のエコ関連分野へ積極的に展開し事業の幅を拡げてまいります。
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20営業体系図

2010年10月1日現在

国
内
ユ
ー
ザ
ー

海
外
ユ
ー
ザ
ー

プロセッシング機器事業部（LMP商品）
LMP営業グループ 7営業所

センシングコントロール事業
プロセッシング機器事業（除くLMP商品）

パナソニック電工㈱海外販社
海外営業

パナソニック電工制御㈱
FA営業部26営業所・課

代理店

直　販

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｘ
㈱

海外代理店

※台湾神視電子股份有限公司は解散し、パナソニック電工販売台湾股份有限公司
　　（パナソニック電工株式会社の100％出資子会社）と統合。

○国内のセンシングコントロール事業とプロセッシング機器事業

　（除くＬＭＰ商品）はパナソニック電工制御㈱の代理店を通じて

　全国展開しています。

○国内ＬＭＰ商品は直販体制で販売しています。

○海外はパナソニック電工グループの海外販社を通じて販売しています。
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21　国内生産・販売拠点

パナソニック電工SUNX九州
（鹿児島県南さつま市）

パナソニック電工制御（株）
FA営業部26営業所・課

LMP営業所 7営業所

本社工場（愛知県春日井市）

生産拠点：本社・竜野・九州

2010年10月1日現在

パナソニック電工ＳＵＮＸ竜野
（兵庫県たつの市）

ｾﾝｻ、ﾚｰｻﾞﾏｰｶ、PLC、画像
処理機などの研究開発の中枢

FAコンポーネントおよび
カスタム商品の開発、製造

ｾﾝｻや光ﾌｧｲﾊﾞﾕﾆｯﾄ
の開発、製造

○国内の生産拠点・販売拠点です。

○国内の生産拠点は、本社（愛知県春日井市）と

　竜野（兵庫県たつの市）と九州（鹿児島県南さつま市）です。

○国内販売拠点は、パナソニック電工制御㈱の２６営業所・課と

　ＬＭＰの直販営業所７拠点になります。
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22　海外生産・販売拠点

◆EUROPE 販売拠点（15拠点） ◆CHINA & EAST ASIA 販売拠点（13拠点）
パナソニック電工ヨーロッパ（ドイツ） パナソニック電工中国（北京）

◆ASIA 販売拠点（9拠点）

パナソニック電工アジアパシフィック（ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ)

パナソニック電工ＳＵＮＸ上海

パナソニック電工ＳＵＮＸ蘇州

◆AMERICA 販売拠点（7拠点）

パナソニック電工アメリカ（ﾆｭｰｼﾞｬｰｼﾞｰ）

2010年10月1日現在

ｾﾝｻおよびﾚｰｻﾞﾏｰｶ
の開発、製造

PLC、ｲﾝﾊﾞｰﾀ、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏﾌﾞﾙ
表示器FAｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄなどの製造

生産拠点：蘇州・上海

販売拠点：パナソニック電工㈱海外販社

○海外の生産拠点・販売拠点です。

○海外の生産拠点は上海と蘇州です。

○海外の販売ネットワークは、アメリカ、ヨーロッパ、中国、

　東南アジアなどパナソニック電工グループの販売網を通じて、

　商品、技術、サービスを提供しています。
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23目次

３．２０１０年度経営計画

○次に、２０１０年度経営計画について説明いたします。



24

24

70.0
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11/2Q
11/3Q

11/4Q

24　下期 市場環境予測

国内：　回復の勢いは顕著に鈍化し、踊り場局面
　　　　　（円高や海外経済の減速懸念等による景気下振れリスクあり）

海外（中国）：　景気は堅調な拡大局面。高成長率を維持

海外（欧米）：　プラス成長が続くも、回復の勢いは鈍化

予測実績

中国

米国

ユーロ圏

国内　鉱工業生産　（2005年=100）

予測実績

踊り場

急回復

緩やかな
上昇

-8.0

-4.0

0.0

4.0

8.0

12.0

09/1Q

09/2Q

09/3Q

09/4Q

10/1Q

10/2Q

10/3Q

10/4Q

11/1Q

11/2Q

11/3Q

11/4Q

　世界　主要国GDPの推移　（実質：前期比年率%）
*

*中国のみ前年同期比％

(注) 2010年3Q以降は野村證券金融経済研究所による予測値(2010年10月20日現在) 　　
(出所) 内閣府、各国公式統計より当社作成

(注) 2010年3Q以降は野村證券金融経済研究所による予測値(2010年10月20日現在) 　　
(出所) 内閣府統計より当社作成

日本

○国内：　回復の勢いは顕著に鈍化し、踊り場局面
　　　　　（円高や海外経済の減速懸念等による景気下振れリスクあり）

　海外（中国）：　景気は堅調な拡大局面。高成長率を維持

　海外（欧米）：　プラス成長が続くも、回復の勢いは鈍化

○このような考え方をベースに下期計画を策定しました。

○下期に入り、市況はペースダウンしていますが、

　エコ関連や太陽電池等の伸びる市場に注力し、

　エリアでは中国を軸にアジアで伸ばしていきたいと

　思っています。

○その為に、これを実行する組織に編成しました（次ページ）。
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25　2010年　組織改革

国内外マーケティングの一体化
　　・ グローバル化に向け顧客に対する窓口を一本化

　　・ 事業部間・国内外のシームレス営業開発の推進

中国・アジア地域における事業拡大
　　・ 中国に対する地産地消を社長直轄にて推進加速

　　・ 中国における製販技全機能を束ね、事業拡大を推進

基盤事業を再編し技術融合シナジーを創出
　　・ 技術融合によるパッケージソリューションの創出

　　・ 成長市場に向けたキラー商品の創出

基盤事業つたいに新事業開発を加速
　　・ 新規事業分野として、Eco・SA分野へ事業拡大

　　・ FAで培った技術・ノウハウを展開し、事業領域を拡大

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ統括部

中国事業統括部

ﾌﾟﾛｾｯｼﾝｸﾞ機器事業部

Eco･SAｿﾘｭｰｼｮﾝ
事業開発部

ｾﾝｼﾝｸﾞｺﾝﾄﾛｰﾙ事業部

○新会社「パナソニック電工ＳＵＮＸ」における組織です。

　これには、４つの強い思いを込めております。

○中国事業統括部；

　成長著しい中国に対して、地産地消を加速すべく社長直轄の

　「中国事業統括部」を設置しました。企画・開発・調達・生産・

　販売の全機能を束ね、上海・蘇州の２工場・ＦＡ販売部門を束ね、

　事業拡大を推進していきます。

　２～３年の間に、中国での地産地消を確立してまいります。

○マーケティング統括部；

　国内・海外のシームレス、事業間のシームレス営業開発を推進し、

　真のグローバルシームレスマーケティングを推進していきます。

　メーカーとして世界のどの拠点でもお客様の要望に対応（商品を提供し、

　技術サポートできる体制）できる様、「マーケティング統括部」を設置

　しました。

○「センシングコントロール事業部」「プロセッシング機器事業部」；

　基盤の事業を二つに束ねました。それぞれの事業部は、強みの商品・

　技術を磨き、センシングとコントロールの技術融合、画像技術と

　レーザ技術、ＵＶ技術などの技術融合によりシナジーを発揮し

　パッケージソリューションを創り出していきます。

○Ｅｃｏ・ＳＡソリューション事業開発部；

　ＦＡで培った技術・ノウハウを展開し、事業領域の拡大を目指します。
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262010年　新会社組織

経営管理部
人事部

ＣＳＲＭ室

経営企画部

監査室

荒谷 悦司 担当：大島 恭輔

担当：齊藤 隆夫

担当：指宿 真

担当：矢野 敬三

担当：沖 光二

担当：赤木 智

　　担当：荒谷 悦司

担当：満尾 一彦 プロセッシング機器事業部

Eco･SAｿﾘｭｰｼｮﾝ事業開発部

センシングコントロール事業部

マーケティング統括部

品質センタ

技術統括部

中国事業統括部

生産統括部

取締役会

株主総会

監査役会

取締役社長

監査役室

（2010．8．30 プレスリリースより）

○２０１０年１０月１日付け新会社の組織図です。
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27　2010年度経営方針 　

　　　新たな成長への変革

１．成長分野へのシフト　　

　　　　　 　　　　

２．基盤事業の強靭化

　　　　

３．事業を支える逞しい人材へ

　　　　

○２０１０年度の経営方針です。

　新たな成長に向けて、如何に早く成長できるかどうかがキーと

　なってきます。

　３つの方針のもと、今までとは違う意識で、今までとは違う形で、

　スピードを持って新しい成長を目指してまいります。
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28　　 1．成長分野へのシフト

地産地消の拡大：企画開発・調達・生産・販売・サービスの現地化強化

中国を軸にアジアで伸ばす

　ボリュームゾーン攻略：新商品の創出と徹底攻略（垂直立ち上げ）

ＬＭＰ中国販売拡大（チャイナモデルの投入）

○成長の１つ目は中国です。

　「中国を軸にアジアで伸ばす」

　・地産地消の拡大

　　企画開発、調達、生産、販売、サービス等の現地化強化を

　　していきます。

　

　・ボリュームゾーン攻略

　　ボリュームゾーンは、「稼ぐゾーン」です。

　　中国ローカルのローエンドでのローコスト勝負でなく日系メーカの

　　強みを活かし、中国にローカライズしたコストパフォーマンス商品を

　　創出し販売拡大を図ります。特に、下期はレーザマーカのチャイナ

　　モデルを投入し、ＬＭＰの販売拡大を図ってまいります。
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「Ｅｃｏ・ＳＡの育成」：省エネ支援機器　電力監視「見える化」の提案

　1．成長分野へのシフト

　

電力監視「見える化」のご提案電力監視に 遠隔監視に 温度管理に データ収集・蓄積に

エコパワーメータ 無線センサ 温度調節器 データロガー

○成長の２つ目はＥｃｏ・ＳＡの育成です。

　「Ｅｃｏ・ＳＡの育成」：省エネ支援機器　電力監視「見える化」の提案

○省エネ、省資源など地球環境への配慮は企業の社会的責任として

　必須となっており、細かなエネルギー管理が必要とされています。

○そういった中、工場やオフィス等の電力監視、温度管理の需要が

　高まっており、当社の省エネ支援機器は右肩上がりで順調に推移

　しています。引き続き、電力監視の「見える化」の提案を積極的に

　展開してまいります。
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30　2．基盤事業の強靭化

ＦＡセンサ（ライトーカーテン）

中国・アジア市場向け商品の創出

強い商品を磨き、伸ばす

トータルソリューション：技術統合コラボ新商品の創出

新商品の創出

FAYbレーザマーカ

省エネ支援機器表示器

画像処理機紫外線硬化装置C02レーザマーカ

ＰＬＣＦＡセンサ（汎用ビームセンサ）

○基盤事業の強靭化

　「強い商品を磨き、伸ばす」

○ＳＵＮＸのセンシングとレーザテクノロジー、パナソニック電工の

　コントロール・画像処理技術で、今までにない新しい価値を創造し、

　コラボ新商品の創出を図ってまいります。

○２０１０年１０月１日以降、両社のシナジーを発揮し、順次、

　コラボ商品を創出してまいります。
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312010年度業績予想（新会社連結）

18円55銭8501,6801,70027,000
前回発表予想
（2010.4.27）

ー17.6%25.0%23.5%11.1%増減率

ー＋150＋420＋400＋3,000増減額

21円82銭1,0002,1002,10030,000今回修正予想

1株当り
当期純利益

当期純利益経常利益営業利益売上高

百万円

2010年通期予想は2Qの実績を踏まえ上方修正

※新会社設立に伴う費用（社名・ブランド変更、社屋改修、固定資産廃棄費用等）含む
　　営業費用：2.7億円　特別損失3.5億円

○次に、２０１０年度業績予想です。

　４月に通期売上高２７０億円、営業利益１７億円で発表しましたが、

　下期においては減速感はあるものの、当上期の結果を踏まえ、

　前回予想を上回る見通しのため、上方修正いたします。

　この公表値は最低限やらなければならない数値としており、

　さらなる上積みを目指して取り組んでまいります。

○通期売上高３００億円に対して営業利益２１億円となりますが

　今回の新会社発足にかかる営業費用を２．７億円見込んでいます。

　また、新会社発足にかかる費用として特別損失を３．５億円を

　見込んでいます。

　

○下期売上：１９０億円

　旧ＳＵＮＸ１０４億円＋承継事業８６億円（４月公表値通り）
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32　パナソニック電工ＳＵＮＸ　中期経営目標

137

300

420

600

21
-7

2009年度

億円

2015年度目標2012年度目標

2015年度目標

　　海外販売比率 ：50%

　　 中国販売比率：25%

　　 エコ&SA比率 ：25%
2010年度見通し

売上

営業利益

営業利益率
10%以上

営業利益率
15%以上

売上高・営業利益中期目標

2009 2010 20152012～～ ～～

◆成長へ新たなスタート
2010/10

新体制スタート
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
電
工
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｘ

構造改革
黒字化

成長と高収益化

※2010年度は下期より新会社ベース（上期はSUNX実績のみ）

○２０１０年度の売上ですが、通期見通しは３００億円ですが、

　承継事業の上期分が含まれていませんので、実質的には４００億円程度

　となります。中期目標の前倒しを目指してまいります。

○中期的には、中国販売比率を２５％にし海外販売比率を５０％へ、

　エコ＆ＳＡ販売比率を２５％へ

　このような事業構成に変えて６００億円体制を構築してまいります。
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33目次

４．配当予想

○最後に配当予想です。
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34　２０１０年度配当予想

14% 15%

21%

27%

32%

04年度 05年度 06年度 07年度 08年度 09年度 10年度

　 10年度は基本配当6円＋記念配当1円（新会社発足記念）

　　中間3円＋期末4円　（配当性向32%）

7.5
9

12

9

12

計画

※04～06年度は株式分割後換算ﾍﾞｰｽ　株式分割1:2（06年10月）　　配当性向：08～09年度は赤字決算のため掲載不可

6

基本配当

業績配当
7

配当性向

08年度・09年度
は赤字決算

3

3

1 記念配当

○１０月１日にパナソニック電工株式会社のＦＡ機器事業を会社分割

　により承継すると共に社名を「サンクス株式会社」から

　「パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社」に変更いたしました。

　新体制・新社名をもって更なる成長を目指してまいります。

　つきましては「新会社発足記念」として１円を期末配当として

　増配させていただきます。

○10年度は基本配当6円＋記念配当1円（新会社発足記念）

　中間3円＋期末4円　（配当性向32%）
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35　将来見通しに関する注意事項

本資料において記載されている業績見通し及び将来情報

もしくは経営計画などは、現在入手可能な情報と、当社が

現時点で合理的であると判断する一定の前提に基づいており、

実際の業績や成果は見通しと大きく異なる場合があり得ます。

お問合せ先

　パナソニック電工ＳＵＮＸ株式会社　経営企画部

　℡（0568）33-7211 （代表）
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○今後も、当社へのより一層のご理解とご支援をお願いいたします。




